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Factors associated with cancer patients' reaction to truth-telling 





As truth-telling about cancer diagnosis has been co=on to patients，也eirreaction to the truth-
telling is different企omeach 0也er.Previous s旬dieshave examined such difference and found sev-
eral factors which influence personal reaction to cancer. However， there has been no result showing 
conぽ巴，teassocia註onbetween factors and patients' reactions. This study aims to explain the reactions 
of university students who were asked to assume也atthey were diagnosed as也eterminal s包geof 
cancer， and examine several factors related to personal differences in the reactions.τ'he reactions 
wruch participants guessed were; 'negative feeling'，もopefor cure'， 'me担 ing釦1after1ife'， 'equa凶m-
iてy'，'inappropriate interpersonal relationship'， and 'concem for acquaintances'. Factors associated 
with these reactio邸 were'negative problem orientation'， 'social support'， 'view of life-and-death'， and 
'health locus of control'.τ'hese results could con仕ibut巴 todiscuss how truth-telling should be in fu-
旬reregarding to the personal needs of cancer patients. 











(国立療養所協同研究班， 1986;村上， 1990;茨城県立中央病院， 1996; Buckman， 2000)、およ
び反応過程 (Ross，1971; Shneidman， 1971; Holland & Rowland， 1990;村上， 1990;平山， 1991; 
柏木， 1992)を明らかにする試みがなされた。しかし見解の一致は得られず、患者の反応は個








ルサポート (e.g.Jou & Fukada， 1995; Comijis， Pennin玄， Knipscheer & van Tilburg， 1999; 
大川・城所， 2001) や死生観(平井・坂口・安部・中西・柏木， 2001)、健康統制感
CJohansson， Grant Plomin， Pedersen， Ahern， Berg & McClearn， 2001)が影響しているこ
とが示唆されてきた。また、医療者から終末期の目標として考えられながらも、達成できる患
者が少ない課題であるとされる受容に関しでも研究がおこなわれ、やはりソーシヤJレサポー ト
(Amir， Roziner， Knoll， Neufeld & Epilepsia， 1999)の影響が指摘された。また、受容につい




































































































宜閏!!巨 回圭1 国王2 国王3 国壬4 盟'I:.2. 酉壬6 呈詣隼盤準置釜
因子1 否定的感情(α=.91)
呆然とする 0.815 4.13 1.23 
動揺する 0.766 5.32 0.79 
落ち込む 0.746 4.70 1.19 
不安を感じる 0.741 5.07 0.98 
何も手につかない 0.682 4.51 1.26 
わが身の不幸を嘆く 0.678 3.78 1.23 
なげやりな気持ちになる 0.670 3.85 1.22 
絶望する 0.665 3.69 1.26 
淡々と事実を受け入れる -0.627 3.37 1.36 
何も言えなくなる 0.613 3.42 1.34 
自分の運命を呪ラ 0.608 3.61 1.39 
現実逃避をする 0.585 3.47 1.30 
八つ当たりする 0.577 3.51 1.42 
家に引きこもる 0.571 3.12 1.46 
しょうがないことだと割り切る -0.561 3.95 1.29 
死やこれから経験するだろう痛みや苦しみを怖いと恩ラ 0.529 4.78 1.06 
もうどうしょうもないと感じる 0.526 3.91 1.31 
声を上げて泣く 0.501 3.80 1.52 
自分l土無力だと感じる 0.496 4.49 1.14 
症状があったのに病院に行かなかった自分を責める 0.440 4.27 1.23 
現実と向き合う 一0.386 4.35 0.97 
神も仏もないと思う 0.370 3.39 1.41 
直前まで死ぬことは意援しない -0.361 2.49 1.27 
願掛けをする 0.360 3.63 1.57 
病気に対して怒りを感じる 0.351 3.60 1.51 
実感がわかない 0.340 4.50 1.17 
盆盟主阜の亙困が金かつてほっと主る -0.336 2.57 1.25 
因子Z 治癒への希望(α=.76)
同じ病気の人と情報交換をする 0.669 3.96 1.40 
自分の病気について本などで間ベて詳しく知ろラとする 0.649 4.3日 1.34 
周りの人に相践する 0.632 3.76 1.25 
周りの人に助けを求める 0.497 3.53 1.19 
民間療法などあらゆる治療をうける 0.489 3.54 1.30 
より良い治療をしてもらおうと医師に贈り物をする 0.418 1.90 0.93 
「なぜ自分が病気になったのか」と考える 0.349 4.09 1.35 
医師に対して「これからどうなるのか」と問いかける 0.33自 4.59 1.16 
他の病院で検査を受ける 0.328 4.01 1.41 
自分は病気には負けないと思って過ごす 0.318 3.91 1.19 
よ日阜い;台1ましてもら益三と医鐘圭盆だて1 0.315 2.28 1.09 
因子3 有意差な余生(日ー.83)
やり残したことを成し遂げようとする 0.899 4.89 0.93 
長年の夢をかなえようとする 0.823 4.46 1.21 
有人やお世話になった人に伝えたいことを言う 0.594 4.99 0.96 
残された人生を有意義に生きようと思ラ 0.583 5.27 0.91 
やりたいことをやって過ごす 0.572 4.97 0.92 
で童益だけた〈宣んの知日含いに金ヨ 0.535 4.44 1.35 
因子4 平静(αー.73)
取り乱さずに平静さを装う 0.750 3.76 1.22 
動揺を隠そラとする 0.630 3.75 1.33 
明るく振舞おうとする 0.623 4.20 1.13 
静かに泣く 0.524 4.13 1.31 
普段の言動、表情をを保つようにつとめる 0.470 4.00 1.12 
人事のように感じる 0.404 3.14 1.34 
ただ筆宣 0.355 2.59 1.12 
因子5 不適切な対人関係(αー.59)
嫌なことがあると「死ぬ」という言葉で周りの人を脅す 0.669 1.99 1.12 
自分で出来ることさえ周りの人に任せる 0.531 2.43 1.17 
周りの人を脅して自分の希温を聞き入れさせようとする 0.509 2.06 1.17 
冗餓っぽく人に揺す 0.432 3.31 1.59 
医~に「なぜこんをことに怠ったのか!と問いかける 。.391 3.38 1.46 
因子百周回への気遣い(αー.66)
家族に対して申し訳ない気持ちになる 0.737 3.96 1.36 
家族の気持ちを気遣う 0.639 4.19 1.39 
人生の意味を考える 0.341 4.82 1.19 
畠の堂が自己盈ことま題ヨ 。.336 3.39 1.55 
固有値 11.93 5.69 3.8 3.32 2.79 2.27 
寄与率 16.8 8.02 5.36 4.67 3.93 3.2 
累積寄与率 16.8 24.82 30.18 34.84 38.78 41.97 
因子1 1.00 21 日 .15 .ー15 02 .02 
因子Z 1.00 .14 .ー01 08 .14 
因子3 1.00 .04 -.06 .11 
























重国望国 国王1-1 恩圭1-2 国壬1-3 国王1-4




























固有値 9.55 1.68 1.45 1.27 
寄与率 35.38 6.21 5.37 4.7 
墨彊畳杢主主 35.38 41.59 46.96 51.65 
因子1-1 1.00 .65 .40 .65 
因子1-2 1.00 .43 .63 




















分析の結果、「ショック」に対しては否定的問題指向 (s =.29， p<.OOl)、死への恐怖・不安
(戸=.24，p<.Ol)、人生における目的意識 (s =-.17， p<.05)が、「動揺」に対しては否定的問題
指向 (s =.20， p<.05)、ソーシヤJレサポート (s=.22， pく.01)、死への恐怖・不安(戸=.33， p 
く.001)、自分自身(戸=.15，p<.05)や超自然的存在 (s =.20， p<.05)に対する健康統制感の帰
属が、「受容困難Jに対しては否定的問題指向(戸=.23，p<.Ol)、死からの回避け=.27，p<.Ol)、
家族に対する健康統制感の帰属(戸=.21，p<.05)が、「悲嘆」に対しては否定的問題指向(戸
29， p<.OO1)、死への恐怖・不安 (s =.24， p<.Ol)、死からの回避 (s=.27， pく.01)が、「治癒
への希望」に対してはソーシャルサポート(戸=.24，pく.01)、人生における目的意識(戸=.26，
表3 反応に影響を及ぼす要因の重回帰分析結果
シ包ツク 耕密 受容醸t 悲嘆 治癒への有意設立 平静 司宙開g:周酔叩
希望 余生 対人関係 気也、
否定的問題指向 .29~本 .20 * .23キネ .29同咋 て12 一J2 -.13 一.07 .01 
ソ.ンヤjレー駒沢一← .15 .2神 .1 .02 .24キホ .27 ** .07 'ー.08 .18 本
死後の世界観 .04 .02 .12 .∞ -.19 .07 .ー04 一，08 .30輔
死への恐怖・不安 .24材 .3骨神 .16 .24本本 .12 .02 'ー.18 .16 .13 
吉田主見 解放としての死 .07 一，03 一JO .06 .06 'ー.10 一，02 .17 .∞ 
事E泊、らの回避 .02 .06 .27** .27 ** .10 てω .12 .08 一J1
人生における自的髭 一J7 本 .06 .02 .01 .26** .19 本 一J1 一'.05 .1 
死への関心 .∞ .14 .12 .04 .14 -.13 .02 .02 .02 
寿命観 .1 .01 'ー.02 .01 -.10 .04 'ー.16 一'.01 .03 
自分自身 .1 .15 * .09 ，05 .02 .15 * .ω .02 一，02
家族 .03 .07 .21 * .10 .07 .02 .04 .∞ .08 
健康櫛憾 専F嚇 一'.03 ，ー07 一'.04 .00 .08 'ー.05 -25神 一.07 ，ー06
偶然 .閃 .05 一，04 .08 .10 .15 .15 .06 .01 
超自然 .05 20 * ー.05 一，05 .26 * .00 .14 .14 .19 
陪乗値 .3 .39 .30 .38 .3 .30 .1 .1 .34 
*pく.05，村pく.01.***pく.001
-79一
pく01)、超自然的存在に対する健康統制感の帰属 (s =.26. p<.05)が、「有意義な余生jに対
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